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耐熱衝撃性アルミナセラミックス"タイプ S"
＝⊿T５００℃ の高純度Al2O3 99.5%誕生＝

【特徴】
○酸化雰囲気で使える

○汎用高純度アルミナとほぼ同等のコスト（製品形状によります）

○窒化ケイ素や炭化ケイ素では困難な大型品、複雑形状品、高精度加工品の製作が可能

【用途】
○ヒーターパネルなど高温域装置周り

○熱処理プロセスにおける搬送部材など

○マイクロ波プラズマチャンバー内部品

【物性特性】
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汎用高純度アルミナセラミックス(Al2O3 99.5%）を
耐熱衝撃性において窒化ケイ素セラミックスに近づけました。
従来⊿T200℃を大きく凌駕する2.5倍の⊿T500℃（※）を実現！！
 (※JIS規格試験による)

　高温かつ急冷急加熱を繰り返す環境下では窒化ケイ素、炭化ケイ素
などが使われておりますが、当社の耐熱衝撃性アルミナセラミックス
"タイプS"を用いることにより大幅な低コスト化を実現することが
出来ます。
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Challenge the next generation with ceramics!

この製品仕様及びカタログ値は参考であり、予告なく変更する事があります。
無断ｺﾋﾟｰ･転載禁止


